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主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
３
年
生
／
理
科
／
化
学
　［
分
野
・
単
元
］
化
学
基
礎
と
化
学
の
全
分
野
・
単
元
（
本
時
は
、

全
２
時
間
の
う
ち
の
１
・
２
時
間
目
。
Ｐ
．53
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
前
時
ま
で
に
教
科
書
の
全
範
囲
が
終
了
し
、
本
時
か
ら
問
題
演
習
に
入
っ
た
。
前
半
は
、
教
師
が
作
成

し
た
３
題
に
、
後
半
は
、
2
０
２
１
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
５
題
に
取
り
組
ま
せ
た
。
い
ず
れ
も
、
個
人
で
約

５
分
間
考
え
た
後
、
数
人
が
解
答
を
発
表
・
板
書
し
、
考
え
を
共
有
。
教
師
が
適
宜
、
補
足
説
明
や
解
説
を
行
っ
た
。

答えが１つではない問いに取り組む

多様な意見を全体で共有

田中先生はまず、問題を掲載したプリントを配布し、本時
は、大学入学共通テストで求められる思考力を養う問題
演習に取り組むと説明。1問目は、二酸化炭素を発生する
方法や現象を挙げさせる問題。各自で考え、解答をプリ
ントに記入した後、数人の生徒が発表し、考えを共有した。

３問目では、さらに数人の生徒が発表。その中には、「色
の濃さから濃度を求める」という意見もあった。田中先
生は、「複数の濃度の標準溶液を作り、蛍光光度計で測定
して比較する比色分析であれば可能ですね。その際には、
検量線を作成します」と、関連知識を補足した。

13:40

14:16

本時の概要

たなか・よしやす　教職歴 24 年。同校に赴任して３年目。指導教諭、科学教育研究
部主任。理科（化学）。東京都理化教育研究会副会長、及び次世代化学教育研究会事
務局長。校内外で、理科教育の研究や化学の普及活動を積極的に行っている。

学校概要
◎育成を目指す生徒像に「先端科学技術のみならず広く自然科学への知的好奇心・探
究心・学ぶ意欲に富む生徒」などを掲げ、科学技術への好奇心と探究心を育て、創造
力を伸ばす教育を実践している。2018 年度、東京都教育委員会「進学指導推進校」
指定。2019 年度、文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」第２期指定。

◎設立　 2009（平成 21）年
◎形態　全日制／科学技術科／共学　
◎生徒数　１学年約 210 人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　北海道大、東北大、埼玉大、千葉大、東京学芸
大、東京農工大、東京都立大などに 50 人が合格。私立大は、青山学院大、慶應義塾大、
上智大、東京農業大、東京理科大、法政大、明治大、早稲田大などに延べ 372 人が合格。

授 業 実 践

化
学

問
題
や
実
験
計
画
を
作
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
、

事
象
を
多
角
的
に
捉
え
る
力
と
思
考
力
を
育
成

東
京
都
立
多
摩
科
学
技
術
高
校

　田
中
義よ

し

靖や
す

発問・課題設定をキーに見る
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私
の
授
業
で
は
、
事
象
や
問
題
を
多
角

的
に
捉
え
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
自
分

の
考
え
を
構
築
す
る
力
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
教
師
が
知
識
を
説
明
し
て
理

解
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が
化

学
の
原
理
や
法
則
を
深
く
理
解
し
、
そ
の

本
質
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
授
業
が

理
想
で
す
。

　
そ
う
考
え
始
め
た
の
は
、
前
任
校
の
戸

山
高
校
時
代
で
す
。
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
が
よ
り
問
わ
れ
る
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
私

は
特
に
生
徒
の
思
考
力
に
関
す
る
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
生
徒
の
多
く
が
、
化
学
の

本
質
を
十
分
理
解
し
な
い
ま
ま
、
問
題
演

習
を
重
ね
る
中
で
答
え
を
丸
暗
記
す
る
た

め
、
問
題
文
の
表
現
が
少
し
で
も
変
わ
る

と
答
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

大
き
な
課
題
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
の
夏
に
は
、
全
国
の
先
生

と
思
考
力
を
鍛
え
る
問
題
を
検
討
す
る
研

究
会
を
実
施
。
以
降
、
授
業
で
も
、
様
々

な
解
答
が
考
え
ら
れ
る
問
題
を
出
し
た

り
、
入
試
問
題
を
扱
い
、
問
わ
れ
て
い
る

こ
と
の
本
質
を
説
明
し
た
り
し
ま
し
た
。

2

56

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

答
え
の
丸
暗
記
で
は
な
く
、

化
学
の
本
質
を
理
解
す
る
授
業

作問に取り組む

大学入学共通テストにチャレンジ教師による解説

２問目は、電気分解において「銅の析出量が 2.0mol」が
答えとなる問題の作成。各自で 5分間取り組んだ後、生徒
2人が、作成した問題を板書。「ほかにないかな？」と田中
先生が投げかけると、さらに１人が発表。それらを受けて、
生徒は自分の問題を見直し、修正案をプリントに記入した。

４問目以降は、2021年度大学入学共通テストの「化学」
の問題。そのうち1問は第5問の問2で、グルコースの溶
液内平衡、物質量の時間変化など、複数の情報を組み合わ
せて考える問題だ。生徒は、自分が正解だと思う選択肢に
対して挙手。正解できたのは数人だった。

田中先生は、「問題文の中の不要な部分を削除してくださ
い」と伝えた上で、問題文の残った部分を板書し、解説。
Xの水溶液が還元性を示さないことを問題文から読み取り、
平衡が阻害されることを説明した。残りの問いも同様の流
れで取り組んだ。

13:51

14:3415:01

3実験計画を自分で立てる

３問目は、「塩化銅（Ⅱ）水溶液の濃度を求める実験を計
画せよ」という問題。各自で５分間考えた後、生徒に考え
を聞くと、「水を蒸発させて結晶を取り出し、質量を測る」
という意見が上がり、ほかの生徒は「あーなるほど」と声
を漏らし、納得の表情を見せていた。

14:05
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21
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
「
化

学
」
は
、
問
題
文
が
長
く
、
出
題
の
仕
方

が
複
雑
で
、
目
新
し
い
出
題
方
法
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
に

は
、
出
題
者
の
意
図
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、

重
要
な
情
報
の
み
を
選
び
取
っ
て
、
そ
れ

ら
を
関
連
づ
け
て
い
く
力
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、
教
科
書
の
内
容
を

学
習
し
終
え
る
３
年
生
の
１
学
期
に
は
、

大
学
入
試
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
出
題

形
式
で
も
焦
ら
ず
論
理
的
に
答
え
を
導
く

こ
と
が
で
き
る
思
考
力
を
鍛
え
る
問
題
演

習
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
本
時
は
、
前
半
で
は
答
え
が
１
つ
で
は

な
い
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
出
題
者

の
意
図
に
近
づ
く
た
め
の
練
習
を
行
い
、

後
半
で
は
、
そ
こ
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
活

用
し
、
入
試
問
題
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。

　
１
問
目
は
、
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る

方
法
や
現
象
を
思
い
つ
く
限
り
挙
げ
る
問

題
に
し
ま
し
た
。
教
科
書
で
は
、
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
に
塩
酸
を
加
え
る
と
二
酸
化
炭

素
が
発
生
す
る
と
学
習
し
ま
す
が
、
本
時

で
は
、
呼
吸
や
燃
焼
な
ど
で
も
二
酸
化
炭

素
が
発
生
す
る
と
い
う
意
見
が
生
徒
か
ら

上
が
り
ま
し
た
。

ば
、
計
算
自
体
は
簡
単
で
す
。
そ
う
し
た

見
方
の
コ
ツ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

私
は
解
説
を
し
た
後
、「
こ
う
い
う
立
式

に
な
る
問
題
は
、
ほ
か
に
ど
ん
な
も
の
が

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
か
け

た
の
で
す
が
、
生
徒
は
複
雑
に
考
え
す
ぎ

て
し
ま
い
、う
ま
く
作
問
で
き
な
い
よ
う
で

し
た
。今
後
も
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
継
続

し
、思
考
力
を
鍛
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
後
期
に
も
、
今
回
の
よ
う
な
問
題
演
習

を
実
施
予
定
で
す
。
そ
の
際
は
、
対
話
の

時
間
を
多
く
設
け
て
、
生
徒
が
自
由
に
学

び
合
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
本
時
の
キ
ー
と
な
る
発
問
は
、
3
問
目

の
「
塩
化
銅
（
Ⅱ
）
水
溶
液
の
濃
度
を
求

め
る
実
験
を
計
画
せ
よ
」
で
す
（
図
１
）。

１
・
２
問
目
よ
り
も
難
易
度
を
上
げ
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
自
由
に
発
想
で
き
る
よ

う
に
、
実
験
を
計
画
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

前
半
の
問
い
の
中
で
、
最
も
多
様
な
意
見

が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
、
他
者
と
自
分
の

解
答
の
違
い
を
比
較
し
や
す
い
と
考
え
ま

し
た
。
塩
化
銅
の
結
晶
の
質
量
か
ら
求
め

る
方
法
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
水
酸
化

銅
を
沈
殿
さ
せ
て
求
め
る
方
法
の
ほ
か
、

比
色
分
析
を
し
て
濃
度
を
求
め
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
の
発
言
か
ら
、
安
全
面
に
配
慮
し
て

い
る
か
、
正
確
に
測
る
方
法
を
考
え
て
い

る
か
な
ど
、
き
ち
ん
と
思
考
し
て
い
る
過

程
が
う
か
が
え
た
の
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
前
半
の
３
問
は
、
答
え
の
自
由
度
が
高

い
問
題
と
す
る
こ
と
で
、
生
徒
か
ら
多
様

な
考
え
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
鑑
み
、

議
論
で
は
な
く
、
板
書
や
発
表
を
通
じ
て
、

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

る
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え
方
や
志
向
を

メ
タ
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
も
ね
ら
い
ま

し
た
。

　
他
者
の
考
え
か
ら
多
様
な
見
方
に
気
づ

か
せ
、
3
問
目
の
よ
う
に
実
験
計
画
を
立

て
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
同
じ
事
象
で

も
様
々
な
視
点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
訓
練
を
積
み
、
問
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
的
確
に
把
握
す
る
力
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　
授
業
後
半
で
は
、
21
年
度
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。
第
４

問
・
問
５
の
、
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の
ら
せ

ん
の
全
長
を
求
め
る
問
題
は
、
セ
ン
タ
ー

試
験
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
出
題
形
式

で
、
問
題
文
か
ら
必
要
な
情
報
を
抜
き
出

し
、立
式
し
て
数
値
を
求
め
る
問
題
で
し
た
。

必
要
な
数
値
を
抜
き
出
す
こ
と
が
で
き
れ

図１　本時のキー課題を掲載したプリント

※学校資料をそのまま掲載。

3問目は、「塩化銅（Ⅱ）水溶液の濃度を求める実験を計画せよ」という問題。
自分が考えた実験計画のほかに、他者が考えた実験計画と自分の考えの変容
を書き込める欄を設けることで、視野を広げ、考える力を鍛えることをねら
いとした。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

出
題
者
の
意
図
に
近
づ
く
た
め
、

答
え
か
ら
問
題
を
考
え
さ
せ
る
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主体的・対話的で深い学び

　
本
校
の
21
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

の
「
化
学
」
の
平
均
点
は
、
全
国
平
均
よ

り
5
点
以
上
、
上
回
り
ま
し
た
。
授
業
で

学
ん
だ
知
識
を
活
用
す
る
問
題
演
習
を
積

み
重
ね
て
き
た
成
果
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
問
題
を
多
角
的
に
捉
え
、

作
問
の
意
図
を
つ
か
む
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ま
せ
て
、
思
考
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
授
業
内
で
実
施
す
る
問
題
演
習
で
も
、

生
徒
の
思
考
力
を
見
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
の
発
言
に
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
が
見
ら
れ
れ
ば
評
価
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
定
期
考
査
で
も
、
思
考
力
や
表

現
力
を
評
価
す
る
問
題
を
出
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
作
問
を
担
当
す
る
１
年
生
の

1
学
期
の
中
間
考
査
で
は
、
１
問
程
度
、

思
考
力
や
表
現
力
を
評
価
す
る
記
述
式
問

題
を
出
し
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
の
問
題

で
は
、
温
度
上
昇
が
穏
や
か
に
な
っ
た
と

い
う
だ
け
で
は
△
で
、
沸
騰
に
熱
が
使
わ

れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
を
記
述
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
今
回
の
よ
う
な
記
述
式
問
題

を
増
や
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
、
観
点
別

図２　１年生　１学期　中間考査の問題（抜粋）
学
習
状
況
の
評
価
の
う
ち
、
思
考
、
判
断
、

表
現
の
評
価
の
対
象
に
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

※学校資料を基に編集部で作成。

思考力と表現力を評価する記述式問題。記述内容を、観点別学習状況の評
価の対象にする予定だ。

問３　図１で沸騰が始まった場所を矢印で示し、そのように判断した理由を
簡潔に述べよ。

●
成
果
と
展
望

定
期
考
査
で
も
思
考
力
や
表
現
力

を
問
い
、
学
習
評
価
に
つ
な
げ
る

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】理科・化学　【分野・単元】化学基礎と化学の全分野・単元　【テーマ・作品】思考力を養う問題演習　【設定時数】
全２時間（本時は１・２時間目）　【単元目標】思考力を養う。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

視点を変え
た問題に取
り組み、思
考 力 を 養
う。

•視点を変えた問題に対
応できるようになる。
•自己の考えを発信するこ
とができるようになる。

【思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

①次の３題を掲載したプリントを配布。
Q1．二酸化炭素が発生する化学反応をできる限
り多く答えよ。
Q2．電気分解の問題で「銅の析出量が2.0mol」
が解答になるものを作成せよ。
Q3．塩化銅（Ⅱ）水溶液の濃度を求める実験を計
画せよ。（非現実的な実験でも構わない）
②各問題に、５分間ずつで取り組ませる。
③各問題、生徒数人に解答を板書・発表させる。
④教師が解説し、生徒に自分と他者の解答を比
較させる。

【主体的な学び】答えが複数
考えられる問題を出し、生
徒が個性を発揮できるよう
にして、主体的な活動を促
す。
【対話的な学び】各自の解答
を発信し、他者の解答と比
較できるようにして、自己
の変容を促す環境を整備す
る。
【深い学び】比較することで、
自分の考え方や志向を知り、
他者の解答を分析して、自
己の変容につなげるように
促す。

•プリン
トへの
記入内
容

２

視点を変え
た問題に取
り組み、思
考力を養う。

•問われていることを的
確に把握できるように
なる。
•自由な発想で解答や実
験計画を立てられるよう
になる。
•自己の変容をメタ認知
できるようになる。

【思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

①大学入学共通テストの「化学」の問題から、5
つの小問を掲載したプリントを配布。
②各問題に、５分間ずつで取り組ませる。
③各問題、生徒数人に解答を板書・発表させる。
④教師が解説し、生徒に自分と他者の解答を比
較させる。

•演習問
題の解
答内容

※田中先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！
＜８月27 日公開予定＞

VIEW n-express 検索

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

 高校版  2021 August53

0-01-J-22510-001 2021 年度 VIEW next 高校版 8 月号 53 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/26
引寺

念
校

08/04
松下

再
念
校

08/06
引寺

再
2
念
校

08/06
引寺 − −/−

−
P50-53_view-next-koukou-8g.indd   53 2021/08/06   17:44


